
企業情報システムと知識管理

本節では，企業情報システム，特に知識管理(Knowledge Management)へ

のエージェント適用の事例をいくつかあげ，考察する。

(�� ) 事 例

本節では，富士通のエージェント製品であるAGENTPROの具体的な事例

などを通じてエージェントシステムの企業情報システムへの適用を紹介する。

各事例について主にユーザ要件，エージェントによる仮想情報源統合ソリュー

ションの適用の仕方，およびそのメリットなどを述べている。

［事例 ��］ 情報サービス系企業「仮想統合データベース」

各拠点に散在したデータを横断的に検索したいというユーザの要求に答え

る。各拠点はACCESSを利用しているシステムが多いが，その他のDBMS

(DataBase Maintaining System)も使われている。このような場合は図6.4

にあるようにエージェントシステムでの統合が可能である。エージェントシス

テムで統合するメリットは，DBや項目名，構造の違いを吸収して統合するこ

とに加えて，既存システムをそのまま利用し続けることができ，そのままの運

用で新規RDBの追加も動的に行えることである。

［事例 ��］ 富士通「全社 �4�&情報共有システム」

各部署で管理している文章情報を中央で管理する文書情報と共に横断的に検

索したいというユーザ要求に答えるものである。ただし統合を実現する一方で

各部署での運用をあまり変更したくなく，また運用コスト(運用者など)もあま

りかけたくないということもある。

富士通「全社SE情報共有システム」では，図6.5にあるようにエージェン

トシステムで全体を統合している。情報検索(URLや要約)にエージェントシ

ステムを用い，実際の文章などはURLにより直接アクセスする形態をとる。

エージェントシステムで統合するメリットは，他の部署が後からデータベース

(DB)エージェントを立ち上げて動的にこのシステムに加入することができる

ことである。これにより急速に参加する部署を増やしていくことができた。

［事例 ��］ 旅行業者「旅行情報･商品情報提供システム」

旅行業者の各店舗などで，顧客からのリクエストに基づいて商品を検索し，

必要ならばその場で商品などの購入を実施したいという要求に答えるものであ

る。例えば旅行なら，鉄道切符，航空券，旅館，ホテルなどの予約をブラウザ
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